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1 ．教育学の批判のもとに「教育とは何か」と問う

　1853 年に牧師の子として生まれたゴッホ（Vincent van Gogh）は中等学校中退後、さ

まざまな職を転々とした末、27 歳のときに画家になる決心をする。そうすると、ゴッホ

は巨匠たちの作品を丹念に粘り強く繰り返し模倣することによって絵画を学んでいく。こ

の既存の作品の模倣によって試行錯誤を重ねていた凡庸な画家が 1888 年２月、パリから

南フランスのアルルに赴き、そこで突如として『ひまわり』『星月夜』『カラスのいる麦畑』

といった瞠目すべき絵画を描き上げることができる狂気に憑かれた画家に、つまり単なる

模倣を脱して独自の様式に達するのとひきかえに社会から狂人として疎まれるようになっ

た真の意味での画家になる。この人間ゴッホが狂人＝芸術家ゴッホになるときの変容は、

われわれに馴染みの発達として捉えることのできない得体の知れぬ謎の変容である。しか

しながら、ゴッホは発達によってはじめて人間ゴッホになったのだから、この謎の変容と

発達との間には内在的なつながりがあるのは明白だ。

　こうした発達を基礎概念とするのは教育学である。近代教育学の淵源とされるコメニウ

ス（Johann Amos Comenius）から幾多の教育学者や思想家を経て今に至るまで、教育学

はたしかに多様に形を変えてきたが、しかし教育とは子どもを人間に発達させることをい

うのだという教育観がこのような変化を越え貫いてきた。したがって、一般に教育学とは

このような発達を基調とした教育観を第一原理とした理論体系であると考えることができ

る。このとき、教育学は、発達があの謎の変容と内在的に関係しているにもかかわらずそ

の変容を自身の研究対象の外に置き、それを問うことがない。このことは教育学の問題点

を示しているといえる。

　そこで、本稿ではこうした問題点を孕んでいる点で教育学を全面的に批判し、「教育と

は何か」と改めて問い、教育を定義し直すことを試みる。このとき、教育学が主題化する

ことを避ける謎の変容を「生成」と呼び、それを理論的な水準の下で考え抜いたドゥルー

ズ＝ガタリ（Gilles Deleuze/Pierre-Félix Guattari）の議論に依拠することにしたい。

ドゥルーズ＝ガタリのシステム論の教育学的再構築のための
総括とプログラム

Bilan-programme pour la reconstruction pédagogique de la théorie 
systémique de Deleuze-Guattari

森田　裕之  Hiroyuki Morita
（人間発達学部教養部会）

名古屋芸術大学研究紀要第 33巻　343〜 354 頁（2012）



344

名古屋芸術大学研究紀要第 33巻（2012）

2 ．教育への問いに答える予備的作業としてのドゥルーズ＝ガタリのシステム論の再構成

　『アンチ・オイディプス』『千のプラトー』『哲学とは何か』という諸著作の中で展開さ

れたドゥルーズ＝ガタリの議論を素材としてシステム論を構成し組み立てることができる。

このシステム論は《自然を創造的な肯定的運動として捉える自然理論》と《社会を四つの

異なった創造的な肯定的運動による相互作用として捉える社会理論》とからなり、後者が

前者に基づいている理論体系であり、この創造的な肯定的運動はベルクソン（Henri-Louis 

Bergson）とニーチェ（Friedrich Wilhelm Nietzsche）の思想の中にその思想的原型を見

出すことができる運動である。そして、こうしたシステム論は対立を原動力とする否定的

運動の論理であるヘーゲル（Georg Wilhelm Friedrich Hegel）の弁証法を、それが創造

的な肯定的運動の論理の転倒した虚像であり誤謬論理であるとして完膚なきまでに批判す

るのである。本稿では、このように自然と社会とを包括的に説明することができるドゥルー

ズ＝ガタリのシステム論を信頼すべき準拠枠として、自然と社会とそれらに依拠した教育

とに関わるシステム論を構築し、この自然‐社会‐教育理論をよりどころとして、上で定

立された教育への問いに理論的に答えることにしたい。

　だが、自然‐社会‐教育理論の構築は一足飛びになされるものではなく、ある一定の予

備的作業を経由しなければならない。その予備的作業とは自然‐社会‐教育理論の基礎理

論を造形することである。より具体的にいえば、それはドゥルーズ＝ガタリのシステム論

の理論的基盤をなす自然理論とそれに基づいた社会理論とをそれぞれ、《高所‐表層‐深層》

という三次元的な座標系の下に再構成することによって、ドゥルーズ＝ガタリのシステム

論を立体的で重層的に再構成することだ。ドゥルーズ＝ガタリの自然理論は、自然を《表

層‐深層》の中で繰り広げられている諸微粒子の自己運動として捉える自然理論として再

構成することができる。このように再構成される自然理論を土台としたドゥルーズ＝ガタ

リの社会理論は、社会を《高所‐表層‐深層》の中で展開されている四つの異なった諸記

号の運動による相互作用として捉える社会理論として再構成することができる。この四つ

の諸記号の運動はそれぞれ、超越的な専制君主によって支配された帝国社会、専制君主と

いう絶対的な権力をもたず多数の首長によって支配された未開社会、専制君主の桎梏から

自由になった自治都市、帝国社会にも自治都市にも属さない遊牧民として具象化すること

になると考えられる。

　このようにして、再構成されたドゥルーズ＝ガタリのシステム論が得られる。このシス

テム論は自然と社会についてのシステム論だから、「自然‐社会理論」と呼ぶことにする。

ドゥルーズ＝ガタリのシステム論が教育の本質について思考するときに足場として機能す

る自然‐社会‐教育理論の原理論
0 0 0

であるのに対して、この自然‐社会理論は自然‐社会‐

教育理論を作り上げるための基礎理論
0 0 0 0

になるのだ。

3 ．予備的作業の成果である自然‐社会理論を生成と流動の教育学へ発展させる
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　自然‐社会理論は上に見た構築の仕方から明らかなように、空間的な広がりをもった無

時間的な理論である。この時間を欠いた自然‐社会理論という三次元的な空間的理論に対

して時間という第四の次元を与え、その理論を時間軸に沿って展開していくことによって、

自然‐社会‐教育理論という四次元的な時空間的理論が構築されることになる。以下、そ

の構築を試みてみよう。

　マルクス（Karl Heinrich Marx）とそれに依拠するドゥルーズ＝ガタリに従えば、《帝

国社会として具象化する諸記号の運動》と《自治都市として具象化する諸記号の運動》と

は、《資本主義として具象化する新しい諸記号の運動》へと時間の流れに沿って発展して

いく。この理論的水準における発展は現実の歴史的事実に符合し、それによって裏打ちさ

れているのであり、資本主義というのは先行する諸々の社会形態を前提条件として時間を

かけ通時的に誕生してくるのだ。

　とりわけ『アンチ・オイディプス』の中で展開された資本主義と分裂症の理論によれば、

この新しい諸記号の運動の成立に伴って、一部の諸記号がその運動から逸脱し諸微粒子に

なるという。この新しい諸記号の運動としての社会の外部をなす諸微粒子は「狂気」と呼

ぶことができ、この狂気は多数多様な諸記号に解釈することができる多義的なものだから

「芸術」と呼ぶことができる。ドゥルーズ＝ガタリは言及していないが、この狂気＝芸術

という超記号的な諸微粒子の誕生と連動して、そこから分節化によって諸記号が立ち現れ

るような原記号的な未分化の連続体が誕生することになると考えられる。新しい諸記号の

運動としての社会のもう一つの外部をなす連続体は、諸記号に先立つのだから「子ども」

と呼ぶことができる。フーコー（Michel Foucault）とアリエス（Philippe Ariès）がそう

示したように、狂気＝芸術も子どもも時間的な流れの中で誕生した存在なのである。

　ここで、理論の全体を眺望することを可能にするマップを作成するために、位相という

新たな枠組みを導入してみよう。記号を基準として原記号＝連続体的位相、記号的位相、

超記号＝微粒子的位相という三位相を区別することができる。原記号＝連続体的位相の中

には子どもがあり、記号的位相の中には《未開社会として具象化する諸記号の運動》と《遊

牧民として具象化する諸記号の運動》と《資本主義として具象化する新しい諸記号の運動》

とがあり、超記号＝微粒子的位相の中には自然と狂気＝芸術がある。そして、個々の位相

は、高所と表層と深層という三階層に分かれている。だから例えば、諸微粒子の自己運動

としての自然は、超記号＝微粒子的位相の中の《表層‐深層》の中で展開しているのであ

る。以上のような三位相から構成された理論的マップに基づいて考えるとき、様々な学問

領野に多大な影響を与えている有力な三つの変容論理に対応して、位相間の変容の三つの

タイプを理論化することができる。

　変容論理として何をおいてもまずヘーゲルの弁証法を挙げなくてはならない。意識が労

働を介して絶対知へと高まる運動の論理であるこの弁証法を思想的原型とする位相間変容

は、記号的位相における新しい諸記号の運動が、原記号＝連続体的位相における子どもを
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新しい諸記号の運動の中に組み込まれた諸記号に発達させる変容であると考えられる。こ

の新しい諸記号の運動の中に組み込まれた諸記号は、子どもに対して「人間」と呼ぶこ

とができる。このとき、《子どもを人間に発達させる変容》は「教育」と呼ぶことができ、

本稿ではこの教育に「発達としての教育」という名を与えよう。

　ヘーゲルの弁証法とは異質な変容論理としてニーチェの価値転換の論理を挙げることが

できる。人間が超人に生成する運動の論理であるこの価値転換の論理を思想的原型とする

位相間変容は、記号的位相における新しい諸記号の運動の中の一部の諸記号が、超記号＝

微粒子的位相における狂気＝芸術に生成する変容であると考えられる。この新しい諸記号

の運動の中の一部の諸記号は、狂気＝芸術に対して「人間」と呼ぶことができる。この《人

間が狂気＝芸術に生成する変容》の歴史的現れの一つが、先に見た人間ゴッホが狂人＝芸

術家ゴッホになる変容であり、このことを別言すれば人間ゴッホが狂人＝芸術家ゴッホに

なる変容を理論的に純化することで、それは《人間が狂気＝芸術に生成する変容》に帰着

するということになる。こうした変容は教育＝《子どもを人間に発達させる変容》とは異

なった別の変容であるので、この教育とは別の教育として捉えることが可能である。この

別の教育を「生成としての教育」と名づけることにしたい。

　バタイユ（Georges Bataille）はヘーゲルの弁証法を徹底的に推し進めることで、それ

を留保なきヘーゲル主義という変容論理へと転位させる。生が死を経て再生する運動であ

るこの留保なきヘーゲル主義を思想的原型とする位相間変容は、記号的位相における新し

い諸記号の運動の中の諸記号が、原記号＝連続体的位相における子どもに変貌することを

経由して記号的位相の中に新しく再生することであると考えられる。この新しい諸記号の

運動の中の諸記号は、子どもに対して「人間」と呼ぶことができるのであり、人間も子

どもと狂気＝芸術とパラレルに、時間の流れの中で生まれるのだ。新しい諸記号の運動が

自己同一性を維持したままで行われる日常的で生産的な労働として具象化するのに対して、

この《人間が子どもを経由して再生する変容》は非日常的で非生産的な遊びを通して別の

自己として生まれ変わる変容として具象化することになる。こうした変容は教育＝《人間

が狂気に生成する変容》とは異なった別の変容なので、この教育とは別の教育として捉え

ることができ、この別の教育に「再生としての教育」という名を授けることにする。

　以上の論述によって、《原記号＝連続体的位相・記号的位相・超記号＝微粒子的位相と

いう三つの位相》と《発達としての教育・生成としての教育・再生としての教育という三

つの位相間変容》とから構成された理論、つまり自然‐社会‐教育理論が築き上げられる。

本稿では紙幅の制限から詳しい説明を展開できないが、この理論は位相間変容の一つであ

る生成と位相内変容である流動とが機軸となった理論なので、それを「生成と流動の教育

学」と呼ぶことにしたい。理論的水準で人間に関わる変容を発達と生成と再生という三つ

の変容として多元的に捉えるこの生成と流動の教育学は、発達という概念によって一元的

に支えられた既存の教育学とは、すなわち先において全面的に批判された既存の教育学と
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は完全に断絶しており、それに取って代わり得る新しい教育学なのである。

4 ．生成と流動の教育学に基づいて教育への問いに答える

　生成と流動の教育学において、発達としての教育と生成としての教育と再生としての教

育のそれぞれの思想的原型はお互いに異なっているので、三つの教育は相互に次元を異に

している。この次元を共有しない三項はそれにもかかわらず、三つの位相間変容として相

互に緊密に関係し合い絡み合っていると考えられる。要するに、どの二つの輪も連結する

ことなく部分的に重なり合っていることで三つの輪が不可分となった特異な構造をもって

いるボロメオの結び目のように、この三項は相互に異なった多次元のまま関わり合ってい

ることによって、奇跡的にも一つの立体的な全体性を形成しているのだ。このことを考慮

に入れるならば、本稿の冒頭で定立された教育への問いに対して、教育とは《多次元＝一

者》を形成している発達としての教育と生成としての教育と再生としての教育のことをい

うのだという解答を与えることができる。

　生成と流動の教育学に依拠することによって、このような新しい教育観が打ち立てられ

ると、われわれの現実の見方は一変する。発達を基調とした教育観は、われわれが目にす

る《人間に関わる現実の変容》を「発達」と呼ばれるにすぎない平板な風景として構成し

ていた。ところが今や、新しい教育観によって、《人間に関わる現実の変容》は《多次元

＝一者》としての立体的な風景として組織され、多次元はそれぞれ「発達」「生成」「再生」

と呼ばれることになる。人間ゴッホが狂人＝芸術家ゴッホになるときの謎の変容は、この

立体的な風景の中で発達と関係し合い再生と関わり合った生成として捉えられるのだ。
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